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公益）日本歯科先端技術研究所事務局
申し込み

お問い合わせ

2021年 9月19日
会場：Web開催

東京都港区芝1-8-25芝TKビル4F

日

公益社団法人日本歯科先端技術研究所

関東甲信越地区開催講演会
「補綴・インプラント治療を管理栄養士と

チームで行う抗加齢とフレイル予防」
ー咀嚼機能回復から体組成・代謝の改善を最終目標とする新インプラント治療ー

関東甲信越地区会長 柴垣博一

ZOOMによるWeb開催
会 員 : 無 料
非会員：3,000円

必要記入事項
・氏名
・氏名（カタカナ）
・E-mail
・連絡先TEL
・日先研会員か非会員

インプラント補綴栄養学
●インプラント補綴治療は、栄養・代謝・体組成改善の目的で、摂食・栄養摂取環境を整
えます。糖質偏重食とタンパク質低栄養が回避出来ることで、代謝や体組成の改善が可能
になるのです。すなわち骨格筋量が増加すればサルコペニアやフレイルの予防になります
。これが人生100年時代の新しいインプラント補綴の目標と大義です。

咀嚼機能が低下した状態では、糖質摂取量が増加する一方で、低GI食品・タンパク質、
抗酸化物質・食物繊維、ビタミン・ミネラル群などの摂取量が低下します。結果として、
ブドウ糖負荷の増加およびタンパク質低栄養になります。このことから高血糖および
HbA１cの悪化と骨格筋量低下を招きます。

それでは、“インプラント補綴による健康増進効果“ をどのように引き出し、評価す
べきでしょうか。咀嚼能力改善を客観数値化した次の課題は、インプラントと同時に行う
保健指導で体組成と代謝指標を改善します。それを数値化して評価することです。
これからは、栄養療法における歯科補綴分野の確立が望まれます。

日先研会員 武内博朗 http:// www.takeuchi-shika.jp

13:00～15:00


